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特別会計

 令和４年度 当初予算

前年度比　＋ 7,359 万円（＋ 0.6%）
123億16万円

曽於市はどんな未来を目指していくのか。その未来のため何に力を入れていくのか。

「方針」「予算」を通して、お伝えします。

令
和
４
年
度 

施
政
方
針

施
政
方
針
概
要

は
じ
め
に

　

曽
於
市
の
人
口
が
市
誕
生
後
16
年
で
約

１
万
人
減
少
し
て
い
る
事
実
と
超
高
齢
化

に
対
す
る
危
機
意
識
を
市
民
全
体
で
共
有

し
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
自

然
の
中
で
み
ん
な
が
創
る　

笑
顔
輝
く
元

気
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
「
第
２
次

曽
於
市
総
合
振
興
計
画
」
に
示
し
た
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
に
向
け
、
市
民
が

安
心
し
て
働
き
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る

地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た

「
第
２
期
曽
於
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
計
画
的
に
実
施
し
な

が
ら
、
市
の
人
口
増
対
策
に
対
し
て
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活

動
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、市
民
が
安
全
・

安
心
を
実
感
で
き
る
社
会
と
な
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
私
は
市
長

就
任
９
年
目
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
約
束
し
た
公
約
の
実
現
に
、
今
後
も
更

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
・
畜
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
商

工
業
の
発
展
を
更
に
推
進
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
笑
顔
が
輝
き
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

①
市
民
に
や
さ
し
い
市
政
運
営

②�

人
と
自
然
を
生
か
し
た
活
気
あ
る
地

域
づ
く
り

③�

教
育
・
文
化
を
促
進
し
、
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り

④�

人
口
増
を
目
指
し
、
地
域
活
性
化
の

推
進

⑤�

農
・
畜
産
物
を
生
か
し
た
所
得
倍
増

の
ま
ち
づ
く
り

の
５
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
市
民
の
福
祉
・
教
育
・
く
ら

し
を
守
る
た
め
編
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
２
５
９
億
８
９
７
７
万�

６
千
円
。
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、

８
億
８
５
２
２
万
４
千
円
、
3.3
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
特
別
会
計
予
算

は
予
算
総
額
が
１
２
３
億
16
万
１
千
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、

７
３
５
９
万
１
千
円
0.6
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
４
年
２
月
25
日
～
３
月
25
日

３
月
定
例
議
会
に
て

曽
於
市
長　

五
位
塚　
剛

特集

会計予算規模
区分 令和４年度 令和３年度 増減額 伸縮

一般会計 259 億 8,977 万 6,000 円 268 億 7,500 万円 -8 億 8,522 万 4,000 円 -3.3%

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 56 億 2,121 万 9,000 円 56 億 4,236 万 5,000 円 -2,114 万 6,000 円 -0.4%
後期高齢者医療特別会計 6 億 5,095 万 9,000 円 6 億 1,949 万 2,000 円 3,146 万 7,000 円 5.1%
介護保険特別会計 59 億 5,960 万 9,000 円 58 億 5,191 万 8,000 円 1 億 769 万 1,000 円 1.8%
生活排水処理事業特別会計 6,837 万 4,000 円 1 億 1,279 万 5,000 円 -4,442 万 1,000 円 -39.4%

小計 123 億 16 万 1,000 円 122 億 2,657 万円 7,359 万 1,000 円 0.6%
水道事業（支出計） 9 億 8,997 万 4,000 円 9 億 2,642 万 7,000 円 6,354 万 7,000 円 6.9%

公共下水道事業（支出計） 3 億 1,991 万 2,000 円 3 億 4,721 万 7,000 円 -2,730 万 5,000 円 -7.9%
合計 395 億 9,982 万 3,000 円 403 億 7,521 万 4,000 円 -7 億 7,539 万 1,000 円 -1.9%

※水道事業会計・公共下水道事業会計は収益的支出と資本的支出の計。

一般会計

259億8,977万円
前年度比　－ 8 億 8,522 万円（－ 3.3%）

将来に夢や希望を！
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歳入

歳出

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
自
主
財
源
の
う
ち
市
税
は
前
年
度
比

0.2
％
増
の
31
億
９
３
１
３
万
１
千
円
。
繰
入
金
は
曽
於
市
立
学
校
施

設
整
備
基
金
の
減
な
ど
に
よ
り
8.4
％
減
の
32
億
６
３
２
１
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
曽
於
市
の
自
主
財
源
比
率
は
35
．２
％
で
昨
年
度
比

0.6
％
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
の
う
ち
歳
入
全
体
の
31
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
は
、
80
億
６
０
４
５
万
１
千
円
。
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交

付
税
は
、
前
年
度
実
績
な
ど
を
考
慮
し
１
億
８
１
８
１
万
２
千
円
・

2.4
％
増
の
77
億
６
０
４
５
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金

は
過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
負
担
金
な
ど
の
減
に

よ
り
12
．８
％
減
の
29
億
５
８
７
１
万
７
千
円
。
市
債
は
岩
川
小
学
校

改
築
事
業
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
減
に
よ
り
、
21
．９
％
減
の

25
億
２
４
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
物
件
費
は
本
庁
舎
増
築
事
業

に
と
も
な
う
事
務
用
機
器
購
入
な
ど
の
増
に
よ
り
、
3.8
％
増
の

42
億
７
５
４
４
万
４
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
扶
助
費
は
児
童

福
祉
扶
助
費
の
施
設
型
給
付
費
な
ど
の
減
に
よ
り
1.8
％
減
の

44
億
７
４
５
３
万
８
千
円
。
補
助
費
な
ど
は
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
補
助
金
な
ど
の
増
に
よ
り
6.5
％
増
の
25
億
９
７
０
５
万
３
千

円
。
普
通
建
設
事
業
費
は
岩
川
小
学
校
改
築
事
業
な
ど
の
減
に

よ
り
8.5
％
減
の
36
億
９
３
５
７
万
３
千
円
計
上
し
ま
し
た
。
積
立

金
は
宅
地
関
連
等
災
害
復
旧
事
業
基
金
積
立
金
な
ど
の
減
に
よ
り	

2.6
％
減
の
19
億
６
５
０
万
６
千
円
。
公
債
費
は
償
還
元
金
お
よ
び
償

還
利
子
の
減
に
よ
り
10
．１
％
減
の
28
億
１
８
９
６
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳入合計
259億8,977万6千円

分担金および負担金
127,586千円（0.5%）
使用料および手数料
277,160千円（1.1%）

地方譲与税
298,841千円
（1.2%）

諸収入
140,077千円
（0.5%）

繰入金
3,263,216千円
（12.6%）

県支出金
2,167,824千円
（8.3%）

国庫支出金
2,958,717千円
（11.4%）

地方交付税
8,060,451千円

（31.0%）

市税
3,193,131千円

（12.3%）

市債
2,524,000千円

（9.7%）

その他の財源 860,028千円（3.2％）

依存財源
16,869,861千円 

（64.8%）

自主財源
9,119,915千円

（35.2%）

利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・
法人事業税交付金・地方消費税交付金・環境性能割交付金・
国有提供施設等所在市町村助成交付金・地方特例交付金・
交通安全対策特別交付金

財産収入
258,742千円
（1.0%）
寄附金
1,810,003千円
（7.0%）
繰越金
50,000千円
（0.2%）

歳出合計
259億8,977万6千円

予備費
30,000千円（0.1%）

人件費
3,244,427千円
（12.5%）

物件費
4,275,444千円
（16.5%）

維持補修費
330,180千円
（1.3%）

　　扶助費
4,474,538千円
（17.2%）補助費等

2,597,053千円
（10.0%）

普通建設事業費
3,693,573千円
（14.3%）

災害復旧事業
36,614千円
（0.1%）

公債費
2,818,966千円

（10.8%）

投資および出資金
3,000千円（0.0%）

　　繰出金
2,579,475千円
（9.9%）

積立金
1,906,506千円
（7.3%）

消費的経費
14,921,642千円

 （57.4%）

投資的経費
3,730,187千円 

（14.4%）

その他
7,337,947千円

（28.2%）

▲ 歳入の状況

▲▲ 歳出（性質別分類）の状況

令和４年度 当初予算 259億8,977万6千円

曽於市の予算内容を説明します。

－ 市民の目線に立ち、小さな声も大切にする市政を目指します －

一般会計歳入歳出総額
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施政方針の概要
特集

令和４年５月下旬申込開始予定のさくら並木ニュータウン

　「市報そお」や「そおグッドＦＭ」、「LINE などの各種 SNS」
による積極的な情報発信を実施。
　高齢化・過疎化の進行にともなう交通弱者への行政サービ
ス支援として「コネクテッドカー」を整備。

01
　　財部地域の新規分譲地 24 区画の販売開始
や未販売分譲地の販売促進に努めるとともに、
人口増に繋がる各種定住促進対策事業を実施。

人口増対策

情報発信

02
　保護者負担を軽減するため、保育園や認定
子ども園などの保育料軽減や高校３年生相当
時までの医療費の無料化を継続。
　これまで第３子以降に支給していた出産祝
金を本年度からは第１子・第２子にもそれぞ
れ支給。

子育て支援

　　令和元年度に策定した「本庁・支所機能再
編計画」に基づき、本庁舎の増築および既存庁
舎の改修整備を実施。また令和７年度の開庁に
向けた大隅・財部両支所の庁舎整備計画などの
策定。

行政手続や相談ができるコネクテッドカー（イメージ）

人気の曽於ポーク
切り落とし 3.2㎏セット

庁舎整備事業
増築工事中の本庁舎

05

03

　鹿児島大学との連携強化を図るとともに、
今年度は本格的な施設整備および馬施設の設
計などを実施。

南九州畜産獣医学拠点事業

事業が行われる財部高校跡地

04
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07

　令和３年度は４月から１月までの 10 カ月
間で約８万３千件・約 15 億２千万円を超え
る寄附金をいただき、３月末までには、約 16
億２千万円となる見込み。令和４年度も更に
ふるさと納税に対する活動を充実し、本市の
全国的なＰＲと地域活性化を推進。

　平成 29 年度にオープンした新地公園グラウ
ンドゴルフ場は、これまで 11 万４千人を超え
る方々の利用があり、今後も市内外からの利
用者が広く交流し憩える場として施設の充実
とサービス向上を推進。

ふるさと納税

産業の振興

ひとづくり

人気の曽於ポーク
切り落とし 3.2㎏セット

　「個性豊かな教育と文化のかおるまちづくり」
の基本理念のもと、確かな学力を身につけ自立
する力を育む教育の推進と豊かな心を育み健や
かな身体と体力の増進に取り組む。学校施設で
はＧＩＧＡスクールにおけるタブレットや電子
黒板などＩＣＴ機器の積
極的な活用を推進する。
また令和６年９月の供用
開始に向けて新たな学校
給食センターの整備を進
める。

　曽於市は畜産を中心とする農業のまちであり、農
業生産額を増やすことを本市の基本と掲げる。
　耕種部門は後継者の確保・育成や農地の集積・集
約とコスト削減のため国・県と連携しながらスマー
ト農業導入を推進。また特産品であるゆずの一次加
工施設の効率化を図るため、搾汁センターの増設を
実施。
　畜産は畜産振興協議会事業を中心とした導入保留対策や家畜改良を計画的に進めるとともに、
飼養管理の省力化と多頭化を図るための生産基盤施設の整備に取り組む。また家畜伝染病を防止
するための防疫対策の強化による家畜衛生体制の確立と家畜の生産性向上を図る。

健康・生きがいづくり

畜産生産基盤施設

 畜産生産基盤施設

10

06

09

災害復旧事業
　本市において昨年は被害の少ない年であっ
たが、日本各地では豪雨・強風・地震など甚
大な被害が発生していることから、今後も防
災減災のための予防保全対策に取り組むとと
もに、災害発生の際には１日も早い復旧に努 
　　める。08
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令和４年度の主な事業 市の総合振興計画に基づいた主な事業など
について紹介します。

総額94,082円市民 1 人あたりの市税負担額
（令和４年３月１日現在の住民基本台帳人口　３万 3940 人）

特集

市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
自
治
会
振
興
助
成
事
業

５
３
８
６
万
４
千
円

　

各
自
治
会
に
行
政
連
絡
員
を
配
置

し
、
自
主
的
活
動
が
展
開
出
来
る
よ

う
円
滑
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
庁
舎
整
備
事
業

６
億
５
０
８
２
万
７
千
円

　

本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計
画
に
基

づ
き
、
本
庁
舎
の
増
築
工
事
や
外
構

工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
交
通
対
策
事
業６

４
８
６
万
６
千
円

　

地
域
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
思
い
や
り
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の

運
行
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

ま
ち
づ
く
り

　

�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
費

15
億
15
万
５
千
円

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
に
施
設
型

給
付
費
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
健
全
育
成
・
保
育
・
幼
児
教
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
健
康
増
進
事
業６

６
２
６
万
４
千
円

　

疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
よ
り
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図

る
た
め
、
各
種
検
診
や
健
康
相
談
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

ま
ち
づ
く
り

　
ゆ
ず
加
工
施
設
整
備
事
業

７
億
５
７
２
万
２
千
円

　

ゆ
ず
の
安
定
し
た
生
産
加
工
流
通

を
図
る
た
め
、
施
設
の
拡
充
な
ど
の

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

�

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
推
進
事
業28

億
６
４
６
５
万
１
千
円

　

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
募

集
や
特
産
品
の
発
送
に
よ
る
全
国
的

な
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
生
活
の
土
台
を
守
る

ま
ち
づ
く
り

　
道
路
維
持
事
業

２
億
６
２
６
９
万
２
千
円

　

生
活
環
境
の
保
全
や
施
設
の
耐
用

期
間
の
延
命
を
図
る
た
め
、
道
路
や

側
溝
な
ど
の
補
修
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

　
消
防
設
備
整
備
事
業

５
５
９
５
万
７
千
円

　

消
防
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、

消
防
用
機
材
お
よ
び
水
利
施
設
・
分

団
詰
所
な
ど
の
整
備
を
実
施
し
ま

す
。

個
性
豊
か
な
教
育
と

文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
事
業

２
９
５
５
万
円

　

小
・
中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
を
図
る
た
め
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
活
用
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
施
設
整
備
事
業

５
２
３
６
万
円

　

児
童
生
徒
へ
安
全
・
安
心
な
学
校

給
食
を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、

市
内
４
カ
所
の
調
理
場
を
統
合
し
新

た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

ま
す
。

１２

３４

５

市民税	 30,788 円
固定資産税	 52,616 円

軽自動車税	 5,260 円
たばこ税	 5,418 円

【内訳】

コラム１
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曽於市を一般家計にたとえてみると…
　国をはじめ地方自治体の財政状況が厳しい
といわれるなか曽於市の財政はどんな状況で
しょうか？
　令和４年度一般会計予算の収入と支出の状
況を曽於市の一世帯あたりの平均所得である
年額 492 万 5 千円（平成 30 年市町村民所
得推計）の家計に置き換えてみました。収入
は月収・パートなどの副収入・預金取り崩し
などを合わせて 172 万 8 千円ですが食費・

光熱費・家族の医療費・子どもへの仕送り・
自治会費・ローンの返済や古くなった家の改
築費などの費用のため、支出額は 492 万 5
千円となっています。そのため、収入のほと
んどを親からの仕送り（国や県などからの補
助金）や借金に頼っています。また不足分を
銀行からの借金（市債）や預金（基金）の引
き出しにより、やり繰りをしています。

（依存財源は 319万 7千円・64.9%）

コラム 2

コラム 3

総額765,757円市民 1 人あたりの予算額

議会費
議会の運営に関する
経費

5,637円

商工費
商工業の振興や観光
振興、思いやりふる
さと寄附金推進事業、
企業誘致を推進する
ために要する経費

96,427円

総務費
庁舎や財産の管理、選
挙、戸籍および市税の
賦課徴収などの行政運
営全般に要する経費

90,944円

土木費
道路や橋、河川、公
園等住環境を整備す
るために要する経費

54,148円

民生費
子どもや高齢者、障
がい者などへの福祉
関係全般の事業に要
する経費

233,471円

消防費
火災や風水害などの
災害から市民の生命
と財産を守るために
要する経費

23,721円

衛生費
保健衛生や環境など
の健康で衛生的な生
活環境を送るために
要する経費

42,197円

教育費
学校や教育施設の整
備、教育振興や生涯
学習、文化、スポー
ツなどの振興のため
に要する経費

50,787円

農林水産業費
農業や畜産業、林業
等の振興のための事
業に要する経費

83,405円

公債費
市の借入金の返済に
要する経費

83,057円

●主なもの

　皆さんから納めていただく市税と事業などに使われるお金では一人当たり
支出 765,757 円－収入 94,082 円＝ 671,675 円 が不足します。

　この不足額の大部分は地方交付税や国・県からの支出金、市債（借金）などでまかなわれ
ることになります。  

　収入
項　　　目 金　額 構成比

自
主
財
源

給料（市税） 60 万 5 千円 12.3％
パート収入やアパートの家
賃収入など

（使用料・手数料・雑収入など）
49 万 6 千円 10.1％

預金の切り崩し（繰入金） 61 万 8 千円 12.6％
前年度からの繰越金 9 千円 0.1％

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税・国県支出金など） 271 万 9 千円 55.2％

借金（市債） 47 万 8 千円 9.7％
合　　　　　計 492 万 5 千円 100.0％

※（　　）は予算上の区別を表しています。

　支出
項　　　目 金　額 構成比

食費（人件費） 61 万 5 千円 12.5％
光熱水費・日用雑貨（物件費） 81 万円 16.5％
家などの修理（維持補修費） 6 万 3 千円 1.3％
医療費（扶助費） 84 万 8 千円 17.2％
自治会費・サークル費（補助費など） 49 万 2 千円 10.0％
家の新築増改築費（普通建設事業費） 70 万 7 千円 14.4％
ローンの返済（公債費） 53 万 4 千円 10.8％
定期預金（積立金） 36 万 1 千円 7.3％
子どもへの仕送り（繰出金） 48 万 9 千円 9.9％
予備費 6 千円 0.1％

合　　　　　計 492 万 5 千円 100％


